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第５章 その他の取組 
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 前章に掲げた重点課題以外の事項について、次のとおり取り組みます。 

 

１ 関係法令等の遵守 

電気事業法や河川法など関係法令等を遵守し、コンプライアンスに基づく事業運

営を徹底します。 

 

２ 企業局発注工事における労働災害防止対策の徹底 

◇ 関係機関と連携し、「安全講習会」の積極的な開催に努め、工事施工業者の労働

災害防止対策の徹底を図るとともに、発注者も積極的に「安全講習会」に参加し

ます。また、定期的に開催されている講習会等において職員に対する安全教育を

実施します。 

◇ 「徳山導水路改良工事事故検証報告書」（2017（平成29）年３月）に掲げられて

いる再発防止策を徹底します。 

 

３ 経費支出の効率化 

◇ 「電気事業施設整備１０か年計画」や「工業用水道事業施設整備１０か年計画」

に基づく計画的な投資に加え、新技術・新工法の導入や効率的な施工方法の採用

等により、工事コストの縮減に努めます。 

◇ 省エネルギー技術、IoT 等の情報技術及び新技術の活用など、施設の更なる効

率的な維持管理手法を検討します。 

◇ 効率的・効果的な事業運営の推進に向けて、必要な組織体制の見直しや適正な

人員配置に努めます。 

 

４ 企業債残高の縮減 

◇ 内部留保資金を活用し、新規企業債の発行額を償還額の範囲内に抑制すること

で、企業債残高の縮減を図ります。 

◇ 公的資金補償金免除繰上償還制度の実施について、引き続き、関係団体と連携

しながら国に対して要望していきます。 

 

５ 経営状況の「見える化」 

経営の透明性の向上を図るため、公表する財務情報の充実を図り、わかりやすい

経営状況の公開に努めます。 

 

６ 情報発信 

企業局の事業、イベント、施設見学等の情報の積極的な発信や、ダムカードの配

布などにより、県民や利用者の満足度の向上につながる効果的・戦略的なＰＲ活動

に取り組みます。 
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７ 企業局３Ｃ運動の展開 

◇ 関係機関、受水企業、県民等とのコミュニケーション（Communication）の強化

を常に意識し、様々な機会を通じて、情報交換・情報収集等を行います。 

◇ 企業局内のコミュニケーションの強化に努めるとともに、年休取得の促進など、

家庭に優しい職場（Child care support）づくりに取り組み、風通しが良く働き

やすい職場環境の構築に努めます。 

◇ 時間外勤務管理の徹底など、常にコストを意識し（Cost conscious）、効率的な

業務遂行に努めます。 

◇ 職員の希望に基づく時差出勤の実施など、職員のワーク・ライフ・バランスの

両立を実現するとともに効率的で効果的な働き方に取り組みます。 

◇ 施策遂行能力、施策立案能力の向上等に向け、職員の自主的な勉強会を開催し

ます。 

 【企業局３Ｃ運動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 遊休資産の有効活用 

立地条件が良好な遊休資産の売却を促進します。 
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